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＜連絡事項＞
・栄養からで、八戸ファミリークリニックスタッフに来院して頂き、毎月行っている嚥下
ラウンドですが、今月は7/23（月）に来院予定とのことです。各病棟で対象者がたら、
7/11（水）までに栄養小滝まで連絡・メールをお願いします。また、摂食嚥下の分野で
定評がある、”小山珠美先生”が月1回、青森市の病院にて行っている関わりについて、

本日のNHKアップルワイド内（18：10～19：00）で放映されます。興味のある方は、ぜ
ひご視聴ください。

・庶務からで、7/8（日）の日直の先生はアルバイトDrの三浦Dr・垂水Drの2名になりま
す。指示受けなどは、三浦Drなどにお願いします。もし、たまたま三浦Drが席を外し
ているときは、垂水Drにしてください。三浦DrはアルバイトDrの席、垂水Drは田名
部Drの机の後ろにいるようにしています。三浦Drは16：30には居なくなりますので、
16：30以降は垂水Drにお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・志村　和俊様～えび禁・かに禁（アレルギー）なので、レストラン誘導時、間違って品
を取らないように注意して下さい。
・柏山　知也様～7/4の外出から帰院時に父様より外泊希望7/7（土）9：30～7/8(日)16：30迄）あり本日、主治医へ申請しています。
・成田　尚史様～SWより、父様から相談があるとの事で西舘SWが対応にて、現在本人が入院中であるが就職活動も行っている状態。家族としては「(就職は)難しいんじゃないかな」と思う反面、「今までの経過から本人が気が済むまで協力したい」との希望がある。しかし、病院からは休息するようにと言われており、それであれば就職活動を止めた方がいいのかどのようにするとよいのかとの相談があり。様々なストレス要因により状態の変化は予想される事、今後就職活動を継続していきたいとの本人の意思があるのではあれば、本人から主治医や病棟職員に就職活動についてや自身の体調を伝える必要があることを説明。また、就職活動の為の外出や外泊も出てくる事も家族は心配されていたが、日時が分かった時点で病棟に伝えて頂く必要があり、主治医が不在となることもあるため許可自体も出来なくなってしまうことを伝えている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放中ホール内徘徊している。ホールにて過度な飲水行為や奇声はない。入室中はドア蹴り見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。滅裂な言動あり、疎通は不良。食事や服薬の拒否はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・駒木　洋士様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施中。ホールにて過ごされている。多弁さや他者干渉多くみられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・三上　キネ様～体温36.3℃。体熱感ないためクーリング終了。酸素飽和度96～99%で経過。時々喘鳴あり吸引して白色粘稠痰除去している。声掛けにも開眼・発語無し。睫毛反射あり、痛み刺激に反応みられている。
・袴田　将志様～タバコの本数に関して説明するが、頻回に訴え聞かれている。多飲水傾向見られているので、介入要している。
・下村　慶子様～体温37.0℃で経過。体熱感なし。尿混濁（−）。全身の疼痛訴えている。幻視様の発言、不調の訴え頻回に聞かれている。
・上村　節子様～食事は1/3摂取。体温37.2℃。体熱感軽度ありクーリング継続。臥床して過ごしている。排尿見られず、Dr指示の点滴右下肢より施行。濃縮尿
　　　　　　　　下痢便2回みられている。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞
・藤井　崇史様～体の振戦見られるため、オランザピン2T→1Tへ減量となる。
・田村　真紀子様～滅裂な言動継続しているため、オランザピン(5)→(10)ｍｇへ増量となる。
・野田　敏治様～リスペリドン(2)→(1)ｍｇへ、オランザピン2T→1Tへ減量となる。
＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：7月6日　11：30
  氏    名：山田　りつ様

  生年月日：昭和14年2月6日79歳 
  病    名：認知症疑い
  性    別：女性

  病　　棟：東病棟　Cユニット6号室
  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

(経過）

　　H27年頃より物忘れを自覚、かかりつけ医（八木橋外科病院）へ相談、薬剤治療始める
が、間もなく断薬。その後に高齢者支援センター寿楽荘介入、病院受診は本人拒否の状
況であった。近隣とのトラブルやテレビリモコンが使えずに怒って壊してしまうなどの
不穏さは続いていた。ほぼ毎日自宅周辺の徘徊、H30年5月には停車中の車のドアを開け
ようとしており、情報を受けた寿楽荘職員が自宅訪問するが興奮強い状態であった。　
本日、自宅での単身生活がむずかしいと判断されて、入院を目的にして当院を紹介受
診される。診察時の様子としては、興奮はないが、話の理解が全体的に低い感じであ
る。幻覚症状はないようである。特に周囲の人を無視するような行動は、多くはないよ
うである。アルツハイマー型が疑いあり。また、前頭側頭型認知症も鑑別していくこととなり、本日、医療保護入院となる。
＜新入院患者様情報➁＞
氏    名：志村　和俊様

  生年月日：昭和59年4月7日　34歳

  病    名：混合性不安抑うつ障害
  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Dユニット17号室
  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：任意保護入院

　(経過）

　　平成３０年３月20日に所得収入アップを目指して、3交代制の製造業（EPSON）へ転
職したが、慣れない夜勤のためか、不眠、食欲低下が出現して4月末で退職している。
5月21日より、以前勤務していた八戸通運に再就職してした。以前はドライバーとし
て働いていたが、再就職後は肉体労働となり雇用条件も悪く、収入も大幅に減少した
という。このような状況があって、将来への不安と焦燥感が強くなっていたようであ
る。転職への後悔と将来の不安が強迫観念的に浮かんできて、考えないようにしてい
ても浮かんで来ることを繰り返していた。不眠、頭痛、希死念慮が出現して、6月25
日に白山台メンタルクリニックを初診した。薬物療法を行ったが、6月29日に会社で
自分とは違う部署の人から「おれだったら戻ってないよ」と言われたことで希死念慮
が強まり、30日の夕方に、三戸の山に行ってから橋から飛び降りようとしたことがあ
った。この際は車が通りかかった為、思いとどまったが、その後も希死念慮は同様に
あり、妻から入院希望が出されていた。本日、当院初診され、本人の意志を確認して、
任意入院となる。
